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1. はじめに 

近年の情報技術の発展や情報通信インフラの

整備により、WBT(Web-based Training)をはじめ
とするコンピュータを用いた教育方法、すなわ

ち e ラーニングが高等教育機関や企業等で広く
利用されるようになった。特に学校教育の現場

においては、e ラーニングの導入により学習者 1
人 1人の理解度に応じた学習内容を提供でき、

従来よりも学習者個人に焦点を当てた授業が行

えるようになると考えられている。また出席管

理なども簡単化できるため、従来よりも授業時

間を有効に使うことが可能になる。しかし e ラ
ーニングを導入するためには、学習者 1人 1人

にパソコンなどの情報端末を用意しなければな

らない。そのため最近では学習用の情報端末と

して、高性能化が進んでいる携帯電話を利用す

るというケースが増えてきている。しかし、多

数の学習者によるサーバへの一斉アクセスや教

育コンテンツの大規模化によってシステムや通

信回線に掛かる負荷が上昇し、また学習者が負

担する通信費用が増加してしまうといった問題

が懸念されている。 

そこで筆者らはこのような問題を解決すべく、

赤外線データ放送を用いた授業支援型 u-Learning
システム(以下、本システム)を提案する。 

 

2. 赤外線データ放送の概要 

  赤外線データ放送とは斉藤ら【3】が提案して

いる赤外線通信方式であり、従来の IrDA 方式で
用いられている一対一通信ではなく一対多通信

に特化した通信方式である。この通信方式では、

通信を行う際にコネクションを確立しないので、

IrDA 方式よりも高速な通信が可能になる。この
ため、受信者の数に関わらず常に安定した通信

を行うことができる。またデータは繰り返して

配信され続けるため、通信の際にビット誤りが

発生した場合は、誤りが発生したフレームのみ 

 

 

    

 

を次の配信サイクルで受信する。 

  一般に e ラーニングシステムを利用する場合
は、下りのデータ量(教育コンテンツなど)の方

が上りのデータ量(解答など)よりも遥かに多く

なるため、特に携帯電話を用いて学習を行う際

には通信時間と通信料金の両方の点において大

きなボトルネックとなってしまう。このため、

本システムでは下りの通信に従来の無線通信で

はなくこの赤外線データ放送を用いることによ

って、システムに掛かる負荷を軽減し、安定し

た配信を実現すると共に学習者が負担する通信

費用を抑える事を目的としている。 

 

3. 授業支援型 u-Leaningシステムの基本構成 

  本システムの基本構成を以下に述べる。 

(1) 携帯電話用学習アプリケーション 

赤外線データ放送によって配信されている教育

コンテンツを受信し、問題に解答する。利用可

能な問題形式は、多岐選択(単一・複数)形式お

よび単語入力形式である。問題の解答は携帯電

話の無線通信を利用してサーバに送られる。解

答結果は学習履歴として携帯電話内に保存され

る。サーバから配信される教育コンテンツには、 

問題の他に問題の解答および解説文が含まれて

おり、学習者は解答をサーバに送信した後にこ

れらの情報を参照する事が出来る。 

 
図 1 携帯電話用学習アプリケーション 

Fig.1. The learning application for mobile phone 
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(2) 統合管理サーバ 

統合管理サーバは、実際に学習用アプリケーシ

ョンを利用して教育を行うために次の機能を提

供している。 

 ・GUI形式による問題の作成・管理 
 ・学習者情報の管理 

 ・授業の出席管理 

 ・学習者の解答状況の閲覧 

・赤外線送信機の制御 

本システムで利用する教育コンテンツは XML形
式による独自のフォーマットによって記述され

ているが、本システムの利用者がこのフォーマ

ットを意識することなく問題を作成できるよう

にするために GUI 形式による問題作成機能を実
現している。また統合管理サーバは実際の授業

で使用する事を想定しており、学習者の出席状

況や問題の解答状況をリアルタイムに把握する

ことによって教員をサポートする。(図 2) 

 
図 2 出席状況および解答状況の表示例 

Fig.2.   An example of  displaying  attendance and  
answer check 

 

4. 授業支援型 u-Leaningシステムの実施 

本システムを実際の授業などで利用するため

には、赤外線データ放送に対応した携帯電話が

必要になる。そこで筆者らは NTT ドコモおよび
ソニーEMCS の協力の下に赤外線データ放送用
ドライバを搭載した携帯電話(premini-IIS)を試作
した。また教室内の全範囲に赤外線を配信でき

るようにするための赤外線送信機を新たに試作

した。ここで本システムの利用例を述べる。ま

ず教室内に赤外線送信機を設置し、統合管理サ

ーバからネットワーク経由で制御できるように

しておく(図 3)。学習者は携帯電話用学習アプリ
ケーションを用いて出席登録を行った後、赤外

線で配信されている問題を受信・解答する。解

答結果は赤外線ではなく無線によってサーバへ

送られるため、学習者は教室内だけではなく自

分の自宅や電車内などでも学習することが可能

である。このため、場所の制約を受けずに学習

できるという u-Learningの利点も享受することが
できる。そして 2006 年の１月下旬に岩手県立大
学ソフトウェア情報学部で開講されている「専

門英語Ⅲ」において、試作した携帯電話と赤外

線送信機を用いて本システムを実際に利用する

予定である。 

 
図 3 授業支援型 u-Learningシステムの設置例 
Fig.3.  An example of  setting of  this system 

 

5．むすび 

本稿では、教育機関における授業効果をより

高めるために携帯電話を用いた授業支援型 u-
Learning システムを提案した。教育コンテンツを
配信する際の通信手段として赤外線データ放送

方式を用いることによって、学習者は通信時間

や通信コストを気にせずに大容量コンテンツを

利用する事が可能になる。また統合管理サーバ

を利用することによって、GUI 形式での問題の
作成や学習者の出席管理および解答状況をリア

ルタイムに把握することができるようになるた

め、授業における指導者の負荷を軽減すると共

に学習者に対してより柔軟な指導を行えるよう

になる。今後は実際の授業で本システムを利用

し、学習者及び指導者の反応を得ることによっ

て本システムをより実践的なものにしていく予

定である。 
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